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令和元年８月定例舞鶴市教育委員会会議録 

 

開 会 日 時  令和元年 8 月 23 日（金) 午後 2 時～午後 3 時 30 分 

 

場 所  市役所別館 413 会議室 

 

出 席 委 員  奥水教育長  荻野委員  岸本委員  冨川委員  内藤委員  堀尾委員 

        

欠 席 委 員  なし 

 

事務局職員    

浜野教育振興部長 植和田教育総務課長 

秋原指導理事 鹿田教育総務課総務係長 

森下学校教育課長  

井上学校教育課指導担当課長  

瀬野学校教育課主幹  

         

飯田市民文化環境部地域づくり支援課長 

谷市民文化環境部地域づくり支援課公民館担当課長 

  小東市民文化環境部図書館課長 

  田中健康・子ども部子ども総合対策室長 

   

1  開  会 

 

教育長  開会を宣告 

 

２ 令和元年 7 月定例教育委員会会議録  承認 

  令和元年 8 月臨時教育委員会会議録  承認 

 

教育長 会議録を会議に諮り、全員承認 

 

３  諸報告 

 

(1) 教育長報告 

事務局から教育長の主な活動を報告 

 

(2) 各課報告 

 

（教育総務課） 

① 行事予定について 
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（学校教育課） 

① 行事予定について 

② 教育支援センター「明日葉」・「いじめ相談室」の 7 月の通級・相談等の状況について 

③ 令和元年度京都府・近畿中学校総合体育大会 成績一覧表について 

④ 令和元年度いじめの未然防止・早期発見に向けた子どものアンケート調査（1 回目）に 

ついて 

 

（図書館課） 

① 東図書館、西図書館の行事予定について 

 

（質問・意見） 

なし 

 

（以下、非公開） 

 

4 議事 

 

（教育長） 

第 33 号議案、令和元年 8 月 23 日提出の「「平成 30 年度事務事業点検評価」の結果につ

いて」の上程について、説明をお願いする。 

 

（植和田教育総務課長） 

「平成 30 年度事務事業点検評価」の結果に関する報告書を作成し、議会に提出するととも

に公表するに当たって、舞鶴市教育委員会基本規則第 9 条第 1 項第 4 号の規定により委員

会の議決を求めるもの 

 

（岸本委員） 

 「教員長期派遣事業費」について 

 この事業は今年で４年目となるが、これまでの経験で学んでこられた事を活かすため、先生

方が集まって話し合ったりする場はあるのか。教育委員会としては経験を積んでこられた方の

活かし方をどう考えているのか。 

 

（井上学校教育課指導担当課長） 

 教務主任会などで、実際に学んできたことを各校の教務主任の先生方に報告していただき、

その中で質問をしてもらったりして、学校内での取組みに活かせるよう進めていただいている。

また、これまで派遣に行かれた先生にも集まってもらい、現在学校でどういった事を広めてもら

っているかの報告を受けたりもしている。 

 舞鶴市では秋田県の探求型授業について、どういった授業をしていかなければいけないか

ということを、具体的に話し合いをしながら、先生方の指針となるようなものを作成している。現

在秋田県へ派遣中の先生にも助言いただきながら、予定として来年度、それをもとに授業を
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組みたてていただくよう、探求型授業に視点を定めて検討、作成に当たっている。 

 

（冨川委員） 

 「学校給食運営経費（小・中学校）」について 

 中学校で食物アレルギー７８名の対応とあるが、どのようなアレルギーで、どのような対応をさ

れたのか教えていただきたい。 

 

（森下学校教育課長） 

 食物アレルギーについては、小学生、中学生ともに増加傾向にある。特にフルーツが増えて

いる。 

 毎年直接保護者の方と、事前に提出いただいた調査票をもとに面談をさせていただき、詳

細にどのようなものが食べられないか確認を行い、専門の医師にも相談し、補助食で対応して

いる。 

 

（堀尾委員） 

 給食アンケートは、生徒へのアンケートか。 

 

（森下課長） 

 教員に対してのものもある。 

 

（堀尾委員） 

 スクールランチが始まった当初、量が足りないという声を聞いたが、その問題は解消されたの

か。 

 

（森下学校教育課長） 

 中学校の場合、ご飯だけの対応にはなるが、お櫃を用意して対応している。 

 

（堀尾委員） 

 「特別支援教育支援員設置経費」について 

 小学校１８校に支援が必要な子どもが居り、１６校に支援員さんが設置されているようだが、

残りの２校については、切迫した状況ではないということか。 

 

（森下学校教育課長） 

 事前に全校調査をさせていただき、限られた人員のため優先順位をつけ配置させていただ

いている。残りの２校は由良川小学校と福井小学校である。 

 

（堀尾委員） 

 「中学校部活動指導員配置事業費」について 

 中学校の部活動指導員は、６中学校は非常に評判がいいとのことだが、白糸中には希望は

なかったのか。それともマッチングがうまくいかなかったのか。 
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（森下学校教育課長） 

 希望する人材がかみ合わなかったためであり、必要なかったということではない。 

 

（荻野委員） 

 「小中一貫教育推進事業費」について 

 評価（有効性）のところを見ると、児童、生徒、保護者アンケート調査とあるが、これは全市的

に行われたものか。それとも中学校区ごとに工夫してされたのか。また、特徴的なアンケート結

果があれば教えていただきたい。 

  

（森下学校教育課長）  

 アンケートは全市統一で行っている。 

 アンケートの中身は児童、保護者ともに小中一貫教育にしていただき、スムーズに中学校へ

入学できたという意見がたくさんある中で、少なからず中学校入学への不安があるという意見

もあった。 

 

（内藤委員） 

 「夢チャレンジサポート事業費」について 

 ふるさとを愛する教育の推進とあるが、市長のふるさと舞鶴講義や色々な取り組みがされる

中、実際に子ども達のふるさとに対する意識はどのようなものか。中学生くらいで、ふるさと舞

鶴に対する思いはどれだけ育っているのか、聞かせてほしい。 

 

（井上学校教育課指導担当課長） 

 実際市長の講義を受ける前と受けた後の子ども達の意識は大きく変わっている。長い目で

見るとまだわからない部分もあるが、舞鶴はこんなまちなんだと発見したり、雇用のこと、産業

のこと、歴史のこと、色んなことをお話ししていただくので、子どもたちの意識は変わり、驚きも

ある。 

 

（教育長） 

第 33 号議案を会議に諮り、全員異議無く承認 

 

 

（教育長） 

第 34 号議案、令和元年 8 月 23 日提出の「令和元年舞鶴市議会 9 月定例会提出議案に

係る意見聴取について」の上程について、説明をお願いする。 

 

（森下学校教育課長） 

市議会 9 月定例会に令和元年度舞鶴市一般会計補正予算（第 4 号）を提出したいので、

舞鶴市教育委員会基本規則第 9 条第 1 項第 6 号の規定に基づき、委員会の意見の申出に

関して提案する。 
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（植和田教育総務課長） 

市議会 9 月定例会に平成 30 年度舞鶴市一般会計決算の認定について提出したいので、

舞鶴市教育委員会基本規則第 9 条第 1 項第 6 号の規定に基づき、委員会の意見の申出に

関して提案する。 

 

（植和田教育総務課長） 

 平成 30 年度一般会計決算及び教育費決算（歳出）の概要について説明。 

 

各所管課長より「平成 30 年度事業実績報告書」に基づき、抜粋した事業を説明。 

 

（植和田教育総務課長） 

「教育委員会の活動状況」、「校舎等改修事業費（繰越明許費）」、「施設整備事業費」につ

いて説明。 

 

（森下学校教育課長） 

「いじめ・不登校対策経費」、「小中一貫教育推進事業費」、「教員長期派遣事業費」、「学

校給食運営経費の内訳」、「特別支援教育支援員設置経費」、「中学校部活動指導員配置事

業費」、「夢チャレンジサポート事業費」について説明。 

 

（田中健康・子ども部子ども総合対策室長） 

「乳幼児教育ビジョン推進事業費」、「私立幼稚園すくすく育成補助金」、「私立幼稚園教育

環境整備事業費補助金」について説明。 

 

（谷市民文化環境部地域づくり支援課公民館担当課長） 

「生涯学習推進事業費」、「人権教育推進事業費」、「各種補助金等（社会教育関係団体事

業費補助金）、（明るいまちづくり事業費補助金）」、「生涯学習推進事業費」について説明。 

 

（小東市民文化環境部図書館課長） 

「図書館利用状況」、「図書館協議会運営費」について説明。 

 

（質問・意見） 

 

（岸本委員） 

 「款 10 教育費 項 1 教育総務費 目 2 事務局費 11 教育用コンピュータ経費」について  

 教育用コンピュータとのことだが、教職員用のパソコンということで、教職員全員に行き渡っ

ているのか。 

 

（森下学校教育課長） 

 はい、全員に配備している。 

 



6 

 

（岸本委員） 

 授業に関して使うものではなく、いろいろ管理していく上で利用されているものか。 

 

（森下学校教育課長） 

 そのとおり。この予算はコンピュータの管理経費ということ。 

 

（岸本委員） 

 昨年は、授業用に大きなパソコンを使っていくという事もしていたと思うが、そのためではな

いのか。 

 

（森下学校教育課長） 

 こちらは、教職員全員の業務をするためのもの。 

 

（井上学校教育課指導担当課長） 

 通知表をつけたり、宿題やプリントを作成したり、全ての業務である。 

 

（浜野教育振興部長） 

 岸本委員の発言は、昨年購入した大型モニターと教師用のタブレットパソコンのことだと思う

が、それについては款 10 教育費 項 2 小学校費 目 2 教育振興費 1.教材教具経費の一般

教材備品等というところで、児童の学習理解推進のため学校で使用する大型モニター、タブ

レットパソコンのリース代、理科実験機材というところで 2,500 万円ほど支出しており、リース代

をその一部として支出している。 

 

（岸本委員） 

 「款 10 教育費 項 2 小学校費 目 2 教育振興費 7 通学援助費」について 

 通学援助費というのは具体的にどういったものか。 

 

（森下学校教育課長） 

 小学校、中学校ともにあり、遠距離通学に対し、小学校は 3 キロメートル以上の児童、中学

校は 4 キロメートル以上の生徒に、それぞれ距離数に応じて通学費を支給したり、バスの場合

は定期券をそのまま実費購入させていただいている。 

 

（冨川委員） 

 「款 10 教育費 項 3 中学校費 目 2 教育振興費 2 夢チャレンジサポート事業費」について 

 オリンピック・パラリンピック教育推進事業で、スポーツ振興課や教育委員会で聖火リレーの

取組みはあるのか。オリンピック・パラリンピック教育推進事業をされているので、オリンピックに

関する行事や催しがあり、取り組まれるということなのか。 

 

（森下学校教育課長） 

 以前明倫小学校で地元のオリンピアによる講演など、推進事業を行った。 
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 今後関連する事業があれば取り組むことになる。 

 

（教育長） 

第 34 号議案を会議に諮り、全員異議無く承認 

 

 

 

５ その他 

 

次回の定例教育委員会は、9 月 27 日(金）午後 2 時から開催することを確認 

 

 

 

 

６ 閉 会 

 

   教育長 閉会を宣告 

 

 

 

署  名   

(教育長) 

 

記  録 


